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親子ふれあい遊び「お父さんとあそぼう」（世代交流多目的ホール）
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いはい!

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
、
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
１
日

も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
に
変
化
し
、
高
齢
化
・

核
家
族
化
は
予
想
を
上
回
る
勢
い
で
進
展
し
て
お
り
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方
の

支
援
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
課
題
は
多
様
化
し
て
お

り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
、
全

国
の
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中

核
的
な
民
間
の
福
祉
団
体
で
す
が
、
合
併
後
６
年
が
経
過

し
た
今
で
も
、
市
民
の
皆
様
に
活
動
が
見
え
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
は
、
地
域
福
祉
推
進
の

広
報
活
動
と
し
て
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
愛
育

委
員
会
、
栄
養
委
員
会
、
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
福

祉
関
係
者
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
位
置
づ
け
や
事
業
概
要

に
つ
い
て
改
め
て
説
明
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
中
で
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
は
、
地
域
住
民

が
中
心
と
な
っ
た
地
区
社
協
の
体
制
強
化
と
活
動
の
充
実

が
不
可
欠
で
あ
る
と
共
通
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
皆
様
方
の
期
待
と

信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
人
と
人
の
「
福
祉
の
心
」
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
行

政
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、職
員
一
同
、事
業
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
１
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
ご
多
幸
な

年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人 

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　

会　

長　
　

有　

元　

敏　

衞

社
会
福
祉
法
人 

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　

会　

長　
　

有　

元　

敏　

衞
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いはい!

　

11
月
17
日
㈭
の

す
く
す
く
の
日（
イ

ベ
ン
ト
の
日
）
で
、

凧
作
り
を
し
、
そ

の
後
、
多
目
的
運

動
広
場
で
凧
あ
げ
を

し
ま
し
た
。
２
〜
３

歳
児
が
多
か
っ
た
の
で

空
高
く
と
は
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
自
分
た
ち
で
作

っ
た
凧
を
握
り
し
め
、
芝
生
の
上

を
走
り
な
が
ら
、
あ
が
っ
た
凧
を
見
る

子
ど
も
の
笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
こ
っ
こ
は
、
毎
週
月
・
木
曜
日
午
前
10

時
か
ら
12
時
ま
で
北
山
の
世
代
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は
、
11
月
12
日

㈯
北
山
の
世
代
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
地
震
等
の
災
害

を
想
定
し
、
専
用
の
ポ
リ
袋
を
使
っ
た
「
炊
き
出
し
（
米

炊
き
）
体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
森

田
靖
さ
ん
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
の
活
動
紹

介
や
写
真
の
洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
様
子
な
ど
の

紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

　

炊
き
出
し
体
験
で
は
、
参
加
者
約
80
人
が
炊
き
出
し
専

用
の
ポ
リ
袋
に
米
１
合
と
水
を
入
れ
、
鍋
で
袋
ご
と
炊
き

上
げ
ま
し
た
。

　

ご
飯
が
炊
き

上
が
る
と
参
加

者
は
「
意
外
と

お
い
し
い
」「
焦

げ
な
い
の
で
だ

れ
で
も
で
き

る
」「
簡
単
に

ご
飯
が
炊
け

る
」
な
ど
話
し

な
が
ら
、
温
か

い
ご
飯
を
味
わ

い
ま
し
た
。

炊き出し専用のポリ袋に水を入れる参加者

もっと高くあがれ　子育てサロンの凧あげ

凧
あ
げ
っ
て

気
持
ち
い
い
〜
‼

凧
あ
げ
っ
て

気
持
ち
い
い
〜
‼

１月19日㈭　創作人形劇　
２月16日㈭　リトミック体操

災
害
に
備
え
た

炊
き
出
し（
米
炊
き
）

体
験
開
催

美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

子
育
て
サ
ロ
ン
こ
っ
こ

問い合わせ先
美作市社会福祉協議会
美作支所　☎72-3677

今後の行事予定

　この度、美作市社協では、県社協が主催する災害救援
専門ボランティア研修会の参加者を募集します。

平成23年度  岡山県災害救援専門ボランティア研修  参加者募集

災害ボランティアについ
て学びたい！

地域で防災に取り組みた
い！

災害ボランティアセンタ
ーの仕組みを知りたい！

被災地での心のケアを
考えたい！

この機会に学んでみませ
んか？

〈日　時〉 [第１回]  平成24年 １月21日㈯  10:00～16:00
 [第２回]  　　　　 ２月４日㈯  10:00～16:00
 [第３回]  　　　　 ２月26日㈰  10:00～16:00　　
〈場　所〉 岡山県社協
〈対象者〉 災害ボランティアに関心がある方他
〈参加費〉 無料　　　〈定　員〉 10人
〈申　込〉 １月10日㈫までに、美作市社協本所または社協各支所へ申し込みください。 
 全日程参加できる方を優先します。
〈送　迎〉　市内からの送迎を予定しています。　　〈問合せ先〉　美作市社会福祉協議会　電話75-2622
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作
東
支
所

美
作
支
所

いはい!

　

11
月
18
日
㈮
、
湯
郷
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
湯
郷
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
・
湯
郷

地
区
自
治
振
興
協
議
会
共
催

に
よ
る
「
湯
郷
地
区
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
自
主
防
災
組
織
の
意
義

と
必
要
性
」
と
い
う
演
題
で

日
本
防
災
士
会
岡
山
県
支
部

長
の
稲
谷
皓
右
氏
と
美
作
県

民
局
防
災
担
当
参
事
の
村
上

啓
之
氏
に
講
演
い
た
だ
き
、

日
頃
の
訓
練
な
ど
、
普
段
か

ら
地
域
内
で
の
働
き
か
け
が

重
要
と
の
言
葉
に
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
大
き
く
う
な

ず
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
㈮
、作
東
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
土
居
支
部
主
催
に
よ
る「
一人
暮
ら
し

高
齢
者
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
、土
居
各
地

か
ら
一人
暮
ら
し
の
方
25
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
23
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。当
日

は
、こ
の
日
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
手
作
り
し
た「
肩
た
た
き
」の
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
り
、参
加
者
は
早
速
う
れ
し
そ
う

に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、美
作
マ

ジ
ッ
ク
同
好
会
の
後
藤
さ
ん
と
春
名
さ
ん

を
お
招
き
し
、楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
と
次
々

に
繰
り
出
さ
れ
る
不
思
議
な
マ
ジ
ッ
ク
に
、

会
場
は
笑
い
声
と
驚
き
の
声
で
溢
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
昼
食
が
用

意
さ
れ
、楽
し
い
１
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。

　

土
居
支
部
で
は
、こ
の
ほ
か
に
も
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
へ
の
誕
生
日
月
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
も
っ
て
訪
問
す
る
見
守
り
活
動
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。会
員
の
方
は
、「
今
後
も

会
員
同
士
協
力
し
、こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

湯
郷
地
区
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

土
居
地
区
で
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

タネをあばこうと、皆さん顔が真剣です。参加者もマジックに挑戦中

湯郷地区安全・安心のまちづくり講演会
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いはい!

英
田
支
所

　

英
田
地
域
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
自
治
振
興
協
議
会
・
地
区
社
協
）

主
催
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
11
月
６
日
㈰
、
大
芦
高
原
体
育
館
周
辺
施

設
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
従
来
の
形
式
を
一
新
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

な
が
ら
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
ふ
ら
ば
ー
る
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、
囲
碁
ボ
ー
ル
の
３
競
技
が
行
わ
れ
、
上
山
地
区

が
総
合
優
勝
の
栄
冠
を
勝

ち
取
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
成
績
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
一
様
に
爽
や

か
な
表
情
を
み
せ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
各
地
区
が
自

慢
の
味
を
持
ち
寄
っ
て
の

テ
ン
ト
村
が
出
店
さ
れ
、

選
手
・
役
員
・
ス
タ
ッ

フ
・
一
般
参
加
者
約

４
７
０
人
の
お
腹
を
満
た

し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
交
流
が
一
層
深

ま
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
開
催

　

11
月
16
日
㈬
、
北
山
の
世
代
交
流

多
目
的
ホ
ー
ル
で
、「
平
成
23
年
度

 

手
話
奉
仕
員
養
成
事
業 

基
礎
講

座
」
の
全
25
回
に
わ
た
る
講
座
が
修

了
し
、
10
名
の
修
了
生
た
ち
が
地
域

へ
と
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

本
講
座
は
、
講
師
と
し
て
美
作
ろ

う
あ
協
会
よ
り
福
田
陽
充
さ
ん
、
手

話
通
訳
の
岩
崎
裕
子
さ
ん
の
お
二
人

が
担
当
さ
れ
、
昨
年
開
催
し
た
入
門

講
座
を
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ

せ
た
内
容
と
あ
っ
て
、
受
講
生
は
大

変
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
長
丁
場

に
わ
た
る
講
座
を
熱
心
に
受
講
し
、手

話
で
日
常
会
話
が
表
現
で
き
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
話
の
技
法
だ
け
で
な
く
、
聴
覚
障

が
い
者
の
生
活
、
福
祉
制
度
な
ど
幅
広
く
学
ぶ

こ
と
で
、
耳
の
不
自
由
な
方
々
へ
の
理
解
を
深

め
、
地
域
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
受
講
後
は
手
話

サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
、
耳
の
不
自
由
な
方
々

の
た
め
に
地
域
に
根
ざ
し
た
温
か
い
交
流
と
活

動
を
行
っ
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度 

手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

基
礎
講
座 

閉
講
式

平
成
23
年
度 

手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

基
礎
講
座 

閉
講
式

手話による創作劇の発表

英田地域ふるさとまつりで囲碁ボール

手話講座修了証授与
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い!はい!

[工場] 美作市下町219-7 電話 78-3685
[自宅] 美作市後山50 電話 78-3426

製缶・鉄骨工事全般

鳥元鉄工所
〒707-0062　岡山県美作市湯郷９１６
　　電　話　７２-１２６０
　　ＦＡＸ　７２-７０８０

内科・整形外科・リハビリテーション科

短い時間のサポートですが、放課後児童クラブから習い事までのあいだ、車の

なかでその日、学校であった出来事をよく話してくれます。（提供会員）

ファミリーサポートがあるおかげで、続けたかった習い事を続けることができ

ました。ありがとうございます。（依頼会員）

　美作市ファミリー・サポート・センターは、子育てを応援してほしい人（依頼会員）と子育てを応援してく
ださる人（提供会員）からなる会員組織で、安心して子育てができるための環境づくりを支援しています。

美作市ファミリー・サポート・センター通信美作市ファミリー・サポート・センター通信

登録できます。
登録していれば、必要
な時、すぐに対応でき
るので便利ですよ。

A:今度の４月から保育園へ
子どもを預けて、仕事を
はじめます。安心して仕

事をするために、登録できますか。

Q:
子育てを応援してほしい人・応援したい人 募集中です

放課後児童クラブへのお迎えと、習い事までの送り放課後児童クラブへのお迎えと、習い事までの送り内容
サポート活動の様子を紹介します。サポート活動の様子を紹介します。

のの

お知らせお知らせ

年末年始年末年始

美作市ファミリー・
サポート・センター
☎72-3961

申し込み・問い合わせ先

≪休業日≫
美作市社会福祉協議会　(本所・各支所) 12月29日㈭～１月３日㈫
放課後児童クラブ (市内８クラブ) 12月28日㈬～１月４日㈬

•ちびゆりクラブ(勝田) １月13日㈮ 開所
•まめっこ(大原) １月10日㈫ 開所
•こすもす（東粟倉） １月５日㈭ 開所
•こっこ（美作） １月５日㈭ 開所
•さくらハウス (美作) １月11日㈬ 開所

•えんぜる １月17日㈫ 開所
•ぽんぽこ（作東） 　　 未　定
•ぱれっと（作東） １月27日㈮ 開所
•ぱれっと吉野（作東） １月21日㈯ 開所
•つくしんぼ（英田） １月20日㈮ 開所

≪開所日≫ 子育てサロン
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いはい!

〔自　宅〕　電話 78-3276　FAX 78-2060

〒708-0004　岡山県津山市山北636の2

お届けします、木の香の住まい

美作市中谷６６１番地

介護保険　 指定居宅サービス事業者
福祉用具　 販売・貸与（レンタル）

㍿津山医研
介護保険事業所番号　3370300190

電　話（0868）２３-０５６９
ＦＡＸ（0868）２３-８７４４

地域福祉活動計画の活動目標と取り組み内容地域福祉活動計画の活動目標と取り組み内容

•障がい者に対するサービスが少ない。
•障がい児が交流できる施設がない。
•障がい児・者に対する地域の理解がうすい。
•障がい者の働く場所が少ない。

「住民の声」を解決するための取り組み

活動目標5 障がい者・児の理解と支援
　近年地域社会における障がい者・児に対する理解は広がりを見せていますが、日常生活における配
慮や住民の意識はまだまだ不十分です。年齢や障害の有無を超えた相互理解と地域で障がい者・児を
支える仕組みや交流の機会づくりを進めます。

❶ 障がい者・児の住みよい地域づくり
地域の取り組み内容 地域の取り組みを支援するための社協実施事業

•当事者及び家族の情報交換、気軽に集まれる場所や体験の
場を提供します。（当事者及び家族の会の懇談会開催）
•福祉サービスの利用や日常的な金銭管理等を支援します。
（日常生活自立支援事業の利用支援）
•既存の障がい者支援ボランティアグループと当事者ニーズ
を結び付け支援します。

•地域で障がいのある人たちの交流の場を
作りましょう。
•障がいのある人も参加できるような地域
行事を開催しましょう。
•地域で助け合えるつながりを日頃からも
ちましょう。

❷ 障がい者・児の理解と就労場所及び外出先の提供
地域の取り組み内容 地域の取り組みを支援するための社協実施事業

•障がい者を支援するボランティア養成講座を開催します。
（要約筆記、手話奉仕員養成講座の開催）
•社協広報誌で障がい者理解の啓発特集を掲載します。
•障害者共同作業所通所者の社会参加と支援の啓発を行いま
す。（むぎの会共同作業所活動支援）

•人権や共生について学び地域生活や地域
行事に活かしましょう。
•福祉施設や障がい者団体の主催行事に参
加してみましょう。
•近所同士で挨拶や声掛けを行いましょう。

アンケートや座談会から寄せられた
「住民の声」（活動目標が生まれた背景）

Part.5
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い!はい!

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

　
　
　
　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

見
舞
い
返
し

真
加
部　
　

豊
田　

隆
美　

様

（
亡　

昇　

）

長
谷
内　
　

梶
田　

幸
子　

様

（
亡　

麻
生
き
み
子
）

下　

町　
　

瀧
元　

節
子　

様

（
亡　

國　

男
）

下　

町　
　

春
名
美
沙
子　

様

（
亡　

孝　

男
）

沢　

田　
　

小
林
千
鶴
子　

様

（
亡　

昌　

宏
）

入　

田　
　

長
谷　
　

茂　

様

（
亡　

稔　

）

田　

殿　
　

岩
根　

永
真　

様

（
亡　

眞　

瑞
）

豊
国
原　
　

津
田　

和
明　

様

（
亡　

豊　

）

平　

福　
　

丸
山　

妙
子　

様

（
亡　

謙　

吾
）

楢
原
下　
　

寺
元　

明
雄　

様

（
亡　

弘　

美
）

栄　
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小
坂
田
惠
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（
亡　

守　

）

山　
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平
山　

靖
之　

様

（
亡　

幸　

市
）

平　

田　
　

内
東
三
保
子　

様

（
亡　

貢　

）

湯　

郷　
　

岡
田　

俊
子　

様

（
亡　

ひ
さ
こ
）

江　

見　
　

丸
尾　

克
己　

様

（
亡　

智
恵
子
）

尾　

谷　
　

下
山　
　

曻　

様

（
亡　

幸　

子
）

尾　

谷　
　

唐
内
キ
ヨ
エ　

様

（
亡　

一　

已
）

　

奥　
　
　

澤
谷　

博
巳　

様

（
亡　

瀧　

夫
）

下　

山　
　

伴　
　

直
子　

様

（
亡　

忠　

明
）

倉
敷
市　
　

赤
堀　

則
文　

様

（
亡　

智　

士
）

岡
山
市　
　

山
本　

系
一　

様

（
亡　

か
め
よ
）

真　

殿　
　

加
藤　

道
夫　

様

後　

山　
　

居
安
惠
美
子　

様

中　

尾
美
作
ア
マ
チ
ュ
ア
歌
謡
連
盟

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
実
行
委
員
会

代
表　

浅
浦　

豊
一
様

豆　

田　
　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク
様

を
求
め
た
。

　

更
に
は
、
こ
の
福
祉
３
団
体
に
、

地
域
で
地
区
社
協
活
動
の
推
進
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
」
や
「
地
域
社

協
連
絡
会
」
を
加
え
た
福
祉
５
団
体

の
正
副
会
長
の
参
加
を
求
め
、
第
１

回
地
域
福
祉
推
進
会
議
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
会
議
の
中
で
、
市
内
６
地
域

で
も
福
祉
５
団
体
の
連
絡
会
議
を
開

催
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

今
年
は
辰
年
、
思
い
は
昇
り
竜
の

ご
と
く
地
域
で
一
丸
と
な
っ
て
地
区

社
協
活
動
を
推
進
し
、
福
祉
力
の
向

上
を
図
り
た
い
。

　

新
年
を
迎
え
、
昨
年
を
振
り
返
る

と
福
祉
活
動
専
門
員
の
補
助
金
が
事

業
仕
分
け
の
対
象
と
な
り
、
改
め
て

市
社
協
に
対
す
る
関
係
各
位
か
ら
の

注
目
を
集
め
た
。

　

市
社
協
は
こ
の
対
応
の
中
で
、
市

民
の
皆
様
か
ら
社
協
や
地
区
社
協
、

そ
し
て
地
域
福
祉
に
つ
い
て
の
ご
理

解
が
ま
だ
ま
だ
頂
け
て
い
な
い
も
の

と
認
識
し
、
社
協
の
説
明
責
任
と
し

て
先
ず
は
民
生
、
愛
育
、
栄
養
委
員

会
等
、
福
祉
３
団
体
の
皆
さ
ん
へ
の

説
明
会
を
実
施
さ
せ
て
頂
き
ご
理
解

編
集
後
記

一
般
寄
付

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0201　美作市梶並７０
TEL（0868）７７－２９００　FAX（0868）７７－２９３３

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

平成24年の干支「辰年」

利用者の皆さんが、色紙で「辰年（たつ）」の
貼り絵を作りました。
　　　　　 （東粟倉デイサービスセンター事業所）


